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研究成果の概要：データマイニング技術を領域オントロジー構築支援に援用して，領域オント

ロジーを構築し，電力会社における停止調整業務というスケジューリング業務における知識マ

ネジメントに適用した。OJTによる知識継承者とオントロジーを独習した知識継承者を比較し

た所、後者は前者の１／４程度で知識を継承し、スケジューリング問題を解かせた所、正答率

が92%と88%となり、数％程度の差異であったので、本知識マネジメントは機能したといえる。 
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１．研究開始当初の背景 
普及している知識マネジメントシステム
は、ドキュメント共有システムやグループウ
ェアと機能的に変わらないケースが多く、よ
り先進的な機能を有する知識マネジメント
システムの開発が望まれている。 

 
２．研究の目的 
本研究は，ユーザ・データマイニング・オ
ントロジーを相互作用させ，知識マネジメン
トの意思決定を総合的に支援する環境を実

現することを目的とする。 
これら三要素のうち一要素のみを知識マ
ネジメントに適用した研究は国内外におい
て多いが，三要素を有機的に関連づけて知識
マネジメントの枠組みを考え，さらに実証を
試みる研究は数少ないため、実施する意義は
大きい。 
 
３．研究の方法 
本研究は，ユーザ(専門家)とデータ（テキ
スト）マイニングとオントロジーを相互作用
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させ，知識の創造，適用，評価，維持更新を
スパイラル状に適用し，先進的な知識マネジ
メント支援システムの枠組みを確立するこ
とをめざす． 
具体的には，データ（テキスト）マイニン
グにより見出されたパターンを実世界に照
らし合わせ，ユーザがオントロジーに基づき
そのパターンから新しい解釈が得られるか
どうか考察し，得られれば新しい知識として
体系化する，あるいは，データマイニングに
より見出されたパターンがオントロジーと
合致しない場合，その不一致に基づき，ユー
ザがオントロジーの編集・再体系化を試みる
プロセスを支援する．さらに，これらのプロ
セスを互いに連携させ，「データ獲得→パタ
ーン発見→知識創造→知識適用→結果評価
→知識体系化」という一連の知識体系化プロ
セスを支援し，先進的な知識マネジメント支
援システムを開発することをめざす． 
 
４．研究成果 
オントロジー構築支援機能の拡張として、
半 構 造 集 合 知 で あ る Wikipedia と
Folksonomy の利用可能性について検討した。
Wikipediaについては、文字列照合によりカ
テゴリ階層からクラス階層を抽出すること
を試みた結果、7192リンク、6672クラスを
抽出し、標本抽出による正解率の区間推定を
行ったところ、95％信頼区間は 89.57％～
92.83％であった。しかしながら、カテゴリ
階層の上位部分から生成されたリンクには
誤りが多く含まれていた。一方、Folksonomy
の利用については、ITドメインにおいて、数
十人のユーザにおいて、各ユーザが与えたタ
グ間の階層関係を別のユーザが定義し共有
できる環境を構築し，どのような概念階層が
構築できるかを実験した。その結果、8 割程
度正しい概念階層が構築できることが確認
できたが、これはテクニカルドメインに起因
するところが多く、より日常生活に関連した
ドメインになれば、主観的で利用不可能なタ
グが多く混在することが予想される。 
データマイニングについては，医療データ
を利用して，40種類の客観的指標により，マ
イニング結果（ルール群）を評価し，ユーザ
（医師）が興味あるルールだけを選別する方
法を検討した．その結果，Accuracy, 
Uncovered Negative, Peculiarity, Relative 
Risk, Chi-Square Measure for One Quadrant
の指標が，医師にとって興味あるルールを推
奨することに役立つことが判明した． 
上記の結果を利用して、データマイニング
技術を領域オントロジー構築支援に援用し、
その結果得られた領域オントロジーを電力
会社における停止調整業務というスケジュ
ーリング業務における知識マネジメントに
適用した。その結果、概念階層の末端にくる

概念は、スケジューリング現在で頻繁に現れ
る概念であるが、中間概念は、ほとんど意識
下にない概念であり、明示され初めて認識で
きるものであり、新人への知識継承を考えた
場合、末端概念だけだと理解が困難となるの
で、有効に利用できる可能性があるという評
価を受けた。また、ルール間の関係として正
当性関係などを設けて、スケジューリングル
ールベース全体を構造化した結果、スケジュ
ーリング業務の理解が向上した。さらに、OJT
による知識継承者とオントロジーを独習し
た知識継承者を比較した所、後者は前者の１
／４程度で知識を継承し、スケジューリング
問題を解かせた所、正答率が92%と88%とな
り、数％程度の差異であったので、本知識マ
ネジメントは機能したといえる。 
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